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 要  旨 
 近年，高齢化が進み，特に病院や在宅介護の場において高齢者の健康維持が問題となっ
ている．常時携帯型の健康状態を知る機器の一例として心拍計という心電を測定するバンドとそ
れを受信する腕時計で構成された機器があるが，胸に固定するベルトが不快感を与える点や，電
波障害が発生する可能性がある点などの問題がある。そこで本研究では生体の振動に着目し，脈
拍振動を計測するために，PolyVinylidine DiFluoride(以下，PVDF)と呼ばれる圧電素子を用いた
計測システムを提案した．PVDF は，圧力を加えると分極が起こり，電荷を生じる特性があり，
更にセンサ自体に電源を使用しないなどの利点がある．本研究では，脈拍計測に最適なシス
テムを確立し，周囲の騒音環境や被験者の状態が変化した場合等，様々な状態を想定して脈
拍振動計測実験を行った．また，PVDF を利用し，副鼻腔炎治療に有効で近年主用な手術方法
である内視鏡下副鼻腔手術を安全に施行するためのシステムを試作し，マイクロデブリッターと
いう吸引器付きメスが眼窩内を損傷しないように，本デバイスをまぶた上部に固定し，眼球が運
動することで生じる振動とマイクロデブリッターの動作時の振動を計測した．更に，被験者を非
拘束の状態で計測可能にすることを目指すため，PVDF の電極部をヒトの皮膚に触れるよう
に固定し，PVDF が発生した信号をヒトの皮膚を介して伝達し，取得することの可能性につ
いて検討し，以下の知見を得た． 
（１） PVDF フィルムをセンサとして利用することで，動脈付近において正確に脈拍計測をする
ことができる．また，頚動脈付近にセンサを固定した状態で被験者が発声した状態でも脈
拍振動を検知でき，更に 85dB の高騒音下においても脈拍振動を検知できる． 
（２） 内視鏡下副鼻腔手術で用いられるマイクロデブリッター自体の動作時の周波数は
5kHz まで及び，断続的な振動である． 
（３） 内視鏡下副鼻腔手術において PVDF をまぶた付近に固定することで、マイクロデ
ブリッターの周波数や特徴的な波形を計測でき，眼球にマイクロデブリッターの
刃先が近づくことで PVDF 出力波形の振幅が増加する傾向がある． 
（４） 皮膚に固定した電極により，10mV の電圧で 1Hz～2kHz を体表に付加すると，
皮膚上の他の箇所の電極でその信号を受信することができる．これにより，脈拍
などにより，PVDF に生じた電圧を信号線を用いず，体表を伝播させることによ
り計測可能であることが示唆された． 
